
  

 
 

１
５
春
闘
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

賃
金
引
き
上
げ
、期

間
雇
用
社
員
の
正

社
員
化
と
均
等
待

   （１） 

 

 

日
、
２
８
日
、
２
９
日
は
郵
便
が
配

達
し
き
れ
な
く
、
持
ち
も
ど
っ
て
い

る
。 

※
Ｂ
班
で
は
２
８
日
は
残
業
で
き

な
い
社
員
が
７
名
中
４
名
も
い
た
。

そ
の
社
員
は
定
時
退
社
の
た
め
、
通

配
区
２
区
は
全
く
の
手
つ
か
ず
。
７

区
中
２
区
が
書
留
、
速
達
、
追
跡
ゆ

う
メ
ー
ル
だ
け
の
配
達
と
な
っ
た
。 

※
常
態
的
な
昼
休
み
無
し
の
状
態

が
続
い
て
い
る
。
日
勤
は
１
２
時
３

０
分
か
ら
１
５
分
間
の
休
息
、
１
２

時
４
５
分
か
ら
４
５
分
間
の
休
憩
、

そ
の
後
手
す
き
を
利
用
し
て
１
５

分
の
休
息
と
指
定
さ
れ
て
い
る
。
帰

局
が
１
３
時
に
な
る
こ
と
は
当
た

り
前
で
、
１
４
時
を
過
ぎ
て
帰
局
す

る
社
員
も
い
る
。 

※
昼
休
み
を
ろ
く
に
取
ら
ず
、
ロ
ッ

カ
ー
で
数
分
間
で
お
に
ぎ
り
を
食

べ
て
、
直
ぐ
に
１
３
時
３
０
分
か
ら

の
仕
事
に
就
い
て
い
る
。 

※
郵
便
が
遅
く
な
り
、
ま
た
郵
便
が

配
達
し
き
れ
な
い
事
態
が
続
き
、
利

用
者
か
ら
強
い
「
不
着
」
の
申
告
が

出
て
い
る
。 

※
１
１
月
末
の
配
達
が
完
配
出
来

な
い
た
め
、
１
１
月
３
０
日
（
日
）

に
配
達
す
る
よ
う
に
と
、
数
名
が

「
廃
休
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。 

※
あ
ま
り
に
も
残
業
が
多
い
た
め

病
欠
者
が
出
て
、
班
で
「
欠
区
」
が

続
き
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。 

※
カ
レ
ン
ダ
ー
等
は
全
く
の
手
つ 

（
う
ら
に
つ
づ
く
）

※
１
０
月
、
１
１
月
の

３
６
協
定
は
８
１
時
間

で
あ
る
。
こ
の
８
１
時

間
を
使
い
果
た
し
１
１

月
の
月
末
近
く
に
は
残

業
が
で
き
な
い
労
働
者

が
続
出
し
、
Ａ
班
で
は 
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２
６
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２
７
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遇
、
大
幅
増
員
、
労
働
法
制
の
改
悪

問
題
な
ど
重
要
課
題
が
凝
縮
さ
れ

て
い
ま
す
。
ど
れ
も
一
歩
も
引
く
こ

と
の
で
き
な
い
課
題
で
す
▼
と
り

わ
け
、
労
働
契
約
法
２
０
条
裁
判
の

勝
利
を
め
ざ
す
取
り
組
み
は
「
総
労

働
と
総
資
本
の
た
た
か
い
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
全
国
非
正
規
雇
用
労

働
者
の
労
働
条
件
の
命
運
を
か
け

た
た
た
か
い
と
な
っ
て
い
ま
す
▼

私
た
ち
の
賃
金
は
、
一
時
金
の
４
年

連
続
カ
ッ
ト
を
始
め
、
２
０
１
４
年

６
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
業
績
手

当
」
に
よ
り
、
多
く
の
社
員
か
ら
「
賃

金
が
減
っ
た
」
と
言
う
声
を
き
い
て

い
ま
す
▼
さ
ら
に
、
４
月
か
ら
は

「
新
人
事
・
給
与
制
度
」
の
本
格
的

な
実
施
に
よ
り
、
僅
か
で
も
評
価
が

下
が
る
と
す
ぐ
に
賃
金
に
反
映
し

て
き
ま
す
。
基
本
給
の
仕
組
み
も
大

き
く
変
わ
り
ま
す
▼
多
く
の
社
員

が
新
制
度
移
行
で
給
与
ダ
ウ
ン
層

と
な
り
現
給
保
障
の
対
象
者
と
な

り
ま
す
。
基
本
給
が
上
回
る
ま
で
、

年
限
を
設
け
ず
継
続
さ
れ
ま
す
が
、

上
回
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
昇

給
ス
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
意

味
か
ら
も
、
春
闘
で
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
が
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
く
る

わ
け
で
す
。 

 
 
 
 

（
秋
） 

 

玉
川
局
で
は
、
昨
年
１
０
月
に
集
配
部
の
区
画
調
整
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
区
画
調
整
は
対
面
配
達
を
止

め
、
受
箱
配
達
者
が
１
区
あ
た
り
の
区
画
を
少
な
く
し
、

そ
の
代
わ
り
に
対
面
者
が
配
達
し
て
い
た
書
留
・
速
達
・

追
跡
ゆ
う
メ
ー
ル
・
小
包
・
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
と

通
常
郵
便
を
併
配
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
同
局
の
１
０

月
以
降
の
労
働
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

 

 

１
５
春
闘
も
本
格
的
に
始
ま
り

ま
し
た
。
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
も
、
第

３
回
中
央
委
員
会
を
開
き
、
賃
上

げ
を
は
じ
め
、
大
幅
増
員
、
非
正

規
社
員
の
均
等
待
遇
な
ど
春
闘
要

求
を
決
め
、
た
た
か
う
方
針
を
確

立
し
ま
し
た
。 

消
費
税
増
税
と
物
価
の
高
騰
で

労
働
者
の
実
質
賃
金
は
１
７
か
月

連
続
し
て
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
昨
年

取
り
組
ん
だ
「
春
闘
要
求
ア
ン
ケ

ー
ト
」
は
、
７
割
近
く
が
生
活
が

「
苦
し
い
」「
や
や
苦
し
い
」
と
答

え
、
消
費
税
増
税
と
４
年
連
続
の

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
、
業
績
手
当
の

影
響
等
で
厳
し
い
生
活
実
態
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。 

 

要
員
不
足
の
職
場
実
態
は
、
労

働
災
害
や
郵
便
が
配
達
で
き
な
い

日
も
出
る
な
ど
深
刻
で
大
幅
増
員

も
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
、
職
場

か
ら
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

安
倍
政
権
の
戦
争
す
る
国
づ
く

り
や
消
費
税
の
さ
ら
な
る
増
税
、

原
発
再
稼
働
な
ど
暴
走
政
治
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
春
闘
で
す
。
同

時
に
、
長
時
間
過
密
労
働
や
「
残

業
代
ゼ
ロ
」
制
度
、
労
働
者
派
遣

法
な
ど
労
働
法
制
の
大
改
悪
を
阻

止
し
、
正
社
員
が
当
た
り
前
の
安

定
し
た
雇
用
の
確
立
な
ど
の
課
題

も
重
要
で
す
。 

＝賃上げ要求額＝ 

正 社 員＝20,000 円 

・ 短時間社員＝15,000 円 

・ 月給制社員＝20,000 円 

・ 時給制社員＝時給 200 円、どこでも最

低時給 1,200 円以上 

・ 再雇用社員＝フル 20,000 円 

       ハーフ 10,000 円 

新一般職の基本給抜本改善、その他、各種

手当て引き上げ、正社員化と均等待遇など。 

 



  
 

 

１
月
１
８
日
に
開
か
れ
た
「
新

春
の
つ
ど
い
」
は
関
東
地
本
と
の

共
催
で
行
わ
れ
、
１
１
０
名
の
参

加
で
大
成
功
し
ま
し
た
。 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
鵜
島
委

員
長
は
「
実
質
賃
金
が
１
７
か
月

連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
非
正

規
労
働
者
は
全
国
で
２
０
０
０
万

人
を
超
え
た
」
と
日
本
の
労
働
実

態
に
ふ
れ
、
郵
政
の
職
場
で
は
「
４

年
連
続
の
一
時
金
カ
ッ
ト
、
業
績

手
当
の
導
入
で
賃
金
が
下
が
り
続

け
て
い
る
」
と
告
発
し
、「
た
た
か

い
な
く
し
て
賃
上
げ
実
現
は
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

歌
声
や
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
抽
選

会
も
あ
り
、
楽
し
い
催
し
と
な
り

ま
し
た
。 

 

こ
の
一
年
間
に
組
合
加
入
さ
れ

た
皆
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
、
事
前
に

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
郵
便
局
の
抱
え
て
い
る

問
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
良

い
人
ば
か
り
で
助
か
り
、
楽
し
い
」

と
の
加
入
の
感
想
や
「
組
合
を
も

っ
と
広
め
た
い
」「
当
面
は
労
契
法

２
０
条
裁
判
を
傍
聴
し
た
い
」
と

組
合
活
動
に
も
意
欲
的
で
す
。 

 

来
賓
の
中
央
本
部
日
巻
委
員
長

を
は
じ
め
、
東
京
地
評
、
東
京
全

労
協
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
原
告
団
、
東
京
法

律
事
務
所
、
日
本
共
産
党
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
激
励
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

（２） 
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当
面
の
行
動
日
程 

 

２
月
４
日
～
２
４
日 

 

ス
ト
権
一
票
投
票 

２
月
４
日 

 
 

６
５
歳
裁
判
・
結
審 

 

２
月
５
日 

 
 

銀
座
・
大
橋
裁
判 

 

２
月
１
５
日 

 
 

支
部
長
会
議 

２
月
１
６
日 

 
 

国
会
議
員
要
請 

 

２
月
２
０
日 

 
 

東
京
総
行
動 

３
月
２
日 

 
 

郵
政
本
社
前
集
会
＆
院
内
集 

 

会 

 
 

東
京
地
本
春
闘
キ
ャ
ラ
バ
ン 

 

３
月
１
８
日
～
４
月
１
７
日 

 
 

総
対
話
運
動 

３
月
２
３
日
～
２
４
日 

 
 

全
国
一
斉
宣
伝
行
動 

 
 

東
京
・
関
東 

郵
政
本
社
前

集
会 

３
月
２
９
日 

 
 
 

株
式
上
場
・
シ
ン
ポ 

ま
れ
、
ゴ
ン
ド
ラ
か
ら
は
カ
モ
シ

カ
の
親
子
、
山
鳥
の
つ
が
い
も
見

ら
れ
て
大
感
激
。 

 

ゲ
レ
ン
デ
で
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
楽
し
む
人
、
「
も
っ
と
上
達

し
た
い
！
」
と
の
要
望
に
応
え
て

指
導
員
の
金
子
さ
ん
の
熱
心
な

指
導
を
受
け
て
ス
キ
ー
技
術
の

向
上
に
努
め
る
人
。
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
ア
ド
バ
イ
ス
で
上
達
し
た
人

も
あ
り
、「
来
年
も
参
加
し
た
い
」

と
好
評
で
し
た
。 

 

夜
の
交
流
会
は
昼
間
の
実
技

に
足
り
ず
ス
キ
ー
の
理
論
講
習

新年号のパズルの答えは Ａ＝９ Ｂ＝６  答えは１５でした 

（正解された方から以下の職場実態が報告されました） 

恒常的に分担が埋まらない日々、特に「受払い」分担は相互応援しながら、

なんとか処理している状況ですが、そうした中での、通数相違、誤配交付漏

れ等の苦情が相次いでいる現実。今月（１月）は、大学入試の願書が大量に

到着します。これこそ誤配とかは厳禁です。しかし、処理する配達人数は確

保できず・・・。超勤対応で・・・と言われるけど、それよりも「増員せよ！」

しかない声をより強く上げるしかないですね。  銀座支部 Ｏさん 

 

年末繁忙に入る前に、人員不足により、夜勤者が朝から通しで勤務する社

員が増えています。連続勤務も１３日間になる社員もいて疲労が重なり誤配

は増える一方です。  目黒支部 Ｈさん 

 

休憩室の入り口はパレットの隙間を通って行かなければならない程狭く、

段ボール置き場を兼ねた入り口脇は常に台車に山積みで、ゴミ屋敷と言って

もおかしくありません。 赤羽支部 Ｆさん 

（
１
面
つ
づ
き
） 

か
ず
の
状
態
で
、
１
週
間
も
配
達 

し
て
い
な
い
。 

１
２
・
１
月
期
の 

「
超
勤
時
間
」
等
に
つ
い
て 

 

※
正
規
・
非
正
規
を
問
わ
ず
、
集

配
部
の
社
員
の
超
勤
時
間
数
が

１
２
月
、
選
挙
繁
忙
等
も
重
な

り
、
１
月
６
日
に
計
画
の
社
員
が

集
計
し
た
と
こ
ろ
多
数
の
社
員

が
１
２
月
期
、
８
０
時
間
前
後
の

超
勤
を
し
て
い
る
。 

※
こ
の
ま
ま
で
は
、
１
月
中
旬
に

は
３
６
協
定
が
一
杯
に
な
り
、
１

１
月
の
再
演
は
確
実
な
情
勢
。 

※
業
務
運
行
に
必
要
な
「
要
員
」

が
配
置
さ
れ
ず
、
夜
勤
者
の
前
超

勤
は
当
た
り
前
、
昼
休
み
の
「
休

憩
・
休
息
」
は
守
ら
れ
ず
、
午
後

１
時
・
２
時
過
ぎ
ま
で
配
達
を

し
、
そ
の
後
３
０
分
程
度
休
ん

で
、
午
後
の
作
業
に
就
い
て
い

る
。 

 
こ
の
よ
う
な
職
場
は
玉
川
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
賃
上
げ
と

と
も
に
職
場
実
態
を
話
し
合
い

大
幅
増
員
を
求
め
ま
し
ょ
う
。 

 

１
月
２
５
日

か
ら
２
７
日
に

行
わ
れ
た
東
京

地
本
の
ス
キ
ー

交
流
会
も
今
年

で
１
０
回
目
と

な
り
ま
し
た
。

尾
瀬
岩
鞍
ス
キ

ー
場
の
ゲ
レ
ン

デ
は
色
と
り
ど

り
の
ス
キ
ー
ウ

エ
ア
―
で
染
ま

り
ま
し
た
。 

 

天
候
に
も
恵

会
と
化
し
、
遅
く
ま
で
ス
キ
ー
談

義
で
燃
え
て
い
ま
し
た
。 

 

今
年
は
初
め
て
参
加
し
た
人

も
あ
り
、
い
つ
も
よ
り
に
ぎ
や
か

な
ス
キ
ー
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。 東

京
地
本
は
、
「
来
年
も
同
じ

時
期
に
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
ご

参
加
を
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 


